














































































































『サンデー毎日』で 1963 年から 1966 年まで連載されたものであるが，李は文庫本化されたものが収め
られた『新潮文庫の 100 冊　CD-ROM』で検索したに過ぎず，当該の用例が本当に 1963 年に（つまり，
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連載開始初年に）使用されたかどうかを確認しているわけではない（3）。覃（2008）は，『楡家の人々』
（北杜夫）と『他人の顔』（安部公房）に「意外と」が見られることから，初出を 1964 年頃と見ている
が，『楡家の人々』は 1962 年から 64 年にかけて雑誌『新潮』に連載されたものであるため，「意外と」
の使用が確実に 64 年と断定できるわけではない。しかし，いずれにしても，1960 年代初頭であるとは
言えるだろう。
（7） a. 久しぶりの都は，意外とよい。 （司馬遼太郎『国盗り物語』1963~66 年に連載）
 b. 桃子の決意とはまったく意に反した破綻，それだけ画然として物事の決着をつけた事件
は，意外と早くきた。 （北杜夫『楡家の人々』1964 年）（4）




















（8） a. 案外彼は正直者だよ。 （漠然とした感覚）
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3．調査・分析
3.1．明治～大正期における「案外」の変遷
　「案外」について，『明六雑誌コーパス』（5）（1874 ～1875 年），『近代女性雑誌コーパス』（6）（1894 ～
1925 年），『太陽コーパス』（7）（1895 ～1925 年）の 3 つで調査を行ったところ，それぞれ 0 件，19 件，
155 件がヒットした。前者 2 つは経年変化をみるだけのデータ量が得られなかったため，今回は『太陽
コーパス』の結果だけを用いる。155 件のうち 151 件は，「案外の」「案外なる」「案外な」「案外だ」「案
外に」「案外にも」（副詞としての）「案外」のいずれかに分類できた。
（10） 眼ある觀客をして案外の不快を感ぜしむることあり。 （『太陽』1895 年 7 号）
（11） 案外なる依頼 （『太陽』1895 年 9 号）
（12） 不成功に終れば，或は案外な結果を齎すかも知れぬ。 （『太陽』1917 年10号）
（13） 斯う善く徃くと云ふのは案外だ （『太陽』1895 年 5 号）
（14） 之が實行を見ることも案外に早かるべし （『太陽』1895 年10号）
（15） 人心騷動するならんと想像せしに，案外にも至極沈靜にして （『太陽』1895 年 8 号）












案外の 案外なる 案外な 案外だ 案外に 案外にも 案外
1895 2 3 0 1 6 3 4
1901 2 0 0 1 14 2 8
1909 2 0 0 0 8 2 9
1917 2 0 2 2 5 1 35






































1895 年（明治 28 年）の時点でも，名詞・形容動詞・副詞の用例がそれなりに出現しており，副詞の
「案外」はわずか 2 割ほどに止まっていたが，ここからわずか 30 年の間に，副詞の「案外」だけで全体
の 8 割を占めるに至った。形容動詞の副詞的用法である「案外に」と「案外にも」も含めれば，この 3
者だけで 1925 年の用例のうち 9 割も占めていることになる。つまり，この時期に「案外」は一気に副
詞（的用法）へと傾いたことになる。
　一方で，形容動詞と名詞は急速に姿を消していった。1895 年時点では，名詞としての使用が 3 割弱
を占めていたが，1925 年には 3％弱になっている。形容動詞も，「案外に（も）」という副詞的用法を除
けば，連体形の「案外な」は 1917 年に 2 例しか見られず，終止形の「案外だ」も 1925 年には 3％弱に
まで減少している（10）。現代語でも，「案外の／な／だ」という語形はほとんど使用されていないが，そ
の状況は戦前にはほぼ固まっていたとみてよい。唯一，副詞的に用いる連用形の「案外に」だけは，
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ろ 471 件ヒットしたが，先に紹介した「案外」と同じ語形（427 件）に絞って分析を進めることとする。
それぞれの用例は以下のとおりである。
（17） 大敗もまた或は意外のインスピレーシヨンとなることあらん。 （『太陽』1895 年）
（18） 事の意外なるに驚かざるを得ず。 （『太陽』1901 年）
（19） 何も彼も御存じのやうでも意外な事を仰られる事屢なり （『太陽』1895 年）
（20） しかし君が婦人史を研究なさるのは意外だ （『太陽』1909 年）
（21） 以上列擧せる經濟上の損害は其勢力意外に微少にして， （『太陽』1895 年）
（22） 意外にも下の如き命が下りました。 （『太陽』1895 年）








連体用法 述語用法 副詞用法 独立用法
意外の 意外なる 意外な 意外だ 意外に 意外にも 意外！
1895 36 6 2 1 25 11 1
1901 44 8 6 1 30 9 0
1909 31 6 4 4 18 10 0
1917 28 10 10 5 13 16 0

























　図 3 を見ると分かるように，少なくとも 1895 年当時の「意外」は，名詞と形容動詞の 2 種類が拮抗
していたと言える。特に目立つのは，「意外の」という連体助詞を伴った形である。しかし，これが





「意外に（も）」も合せると，形容動詞としての使用例は，1925 年時点で約 7 割を占めるまでになった。
名詞としての使用は 2 割強まで落ち込み，残りは喚体句としての使用である。このことから，「意外」
は大正から昭和にかけて，名詞としての特性を失い，形容動詞へと傾いたことが分かる。





ることにする。表 4 は，先に示した表 2 と表 3 からそれぞれの形容動詞用法（―な，―だ，―に（も）
の 3 種）のみを抽出した数である。さらに，表 5 は，同じく表 2 と表 3 から副詞「案外」と副詞的に使
用されている形容動詞の連用形（「意外に（も）」と「案外に（も）」）の使用数を抽出したものである。
表 4　「意外」と「案外」の形容動詞用法 表 5　「意外」と「案外」の副詞用法
意外（形動） 案外（形動） 意外に（も） 案外に（も） 案外
1895 39 10 1895 26 9 4
1901 46 17 1901 39 16 8
1909 36 10 1909 28 10 9
1917 44 10 1917 29 6 35
1925 64 6 1925 33 5 30
　形容動詞としての使用は，使用数だけみると「意外」が「案外」の 3 倍以上あるものの，1895 年か


















1895 2 1 25
1901 6 1 30
1909 4 4 18
1917 10 5 13
















が 1985 年の『太郎物語』（曾野綾子著）であると指摘している。しかし，注 2 でも触れたように，1985
年は同小説が文庫本化された年であり，実際に使用されたのは『太郎物語　高校編』（新潮社，1973 年）
である。
（24） あら，案外とよく知ってるじゃないの。 （曾野綾子著『太郎物語　高校編』1973 年）
　しかし，今回青空文庫の小説を調査したところ，これよりも 10 年早い，『わたしが・棄てた・女』
（遠藤周作，『主婦の友』1963 年 1 月号～12 月号に連載，1964 年に文庫化）における使用例が見つかっ
た。また，国会会議録においては，さらに早い，1956 年の使用例も見つかった。















































































 （川端康成『浅草紅団』1929 ～30 年）











用数が激減し，1925 年には「案外」系表現全体の中での使用率は 1 割にまで落ち込んだが，それとは

































7 5 3 5
11 9
































（39） a. なかなかに　→　なかなか　　【平安末期】 （塚原 1991a，塚原 1991b）
 b. あながちに　→　あながち　　【鎌倉期】 （濱田 1991）
 c. 真実に　　　→　真実　　　　【鎌倉期】 （鳴海 2015）








































使用されているのは『太郎物語　高校編』（新潮社，1973 年）であるため，初出は 1973 年ということにな
る。
（3） 覃（2008）では，同小説を 1966 年のものとしているが，これは連載が終了して新潮社から単行本（全 4 巻）
が刊行された年である。
（4） 文庫本が発刊されたのが 1964 年であり，実際には 1962 年～4 年にかけて雑誌『新潮』に連載。
（5） 明治初期の学術啓蒙雑誌『明六雑誌』（1874～1875 年，明六社刊）の全文コーパス。
（6） 明治後期～大正期の女性雑誌 3 種から 40 冊を抽出した全文コーパス。収録されているのは，『女学雑誌』
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1894（明治 27）年・1895（明治 28）年が計 31 冊，『女学世界』1909（明治 42）年が計 6 冊，『婦人倶楽部』
1925（大正 14）年が計 3 冊。総文字数は約 210 万字。
（7） 明治後期～大正期の総合雑誌『太陽』から 1895（明治 28）年，1901（明治 34）年，1909（明治 42）年，
1917（大正 6）年，1925（大正 14）年の 5 年分を抽出した全文コーパス。総文字数は約 1450 万字。






（10） 勿論，「案外な」の初出が 1917 年であるということではない。青空文庫で，1890 年～1910 年が初出の小説
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 Themeaningofangai issaidtobeclosetothatof igai. Butthesetwowordshavedifferent
morpho-syntacticproperties. Thispaperexaminestheusagesof thesetwowords fromtheview
pointoftheirmorphologicalformandshowshowtheirpartofspeechchangedintheearly20thcen-
tury.
 Angaioriginatedfromthecomplexnounan-no-hokaintheHeianperiod.IntheEdoperiod,it
gainedtheusagesofadjectivalnounandadverb,butthoseofnounandadjectivalnounhadalmost
disappearedbytheendofTaishoperiod,leavingonlyadverbialusagesintheShowaperiod.Onthe
otherhand,igai,whichalsooriginatedfromthecomplexnounomoi-no-hoka,gainedtheusageofad-
jectivalnounintheEdoperiod.ButintheMeijiandtheTaishoperiods,thenounusagegradually
becamelessfrequent,leavingonlytheadjectivalnounusageinShowaperiod.
 Thispaperpointsouttwomorefacts.Oneisthatthenewadverbialformangai-toappearedin
1956,whichisabout20yearsearlierthanthetimepointedoutinpreviousanalyses.Theotheris
thattheparticle-niintheadverbialformigai-niissometimesdroppedthesedays,whichmeansigai
isbecominganadverblikeangai.
Keywords：Angai, Igai, adverb,analogy,particle
OntheHistoryofAngaiandIgaiandtheirNewAdverbialUsages
MasanoriOdani
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